
T
he
M
ac
A
u
!･1yS､
T
lt･･e
M
･1
2
B
eEIn
S,
T
he
M
IC
C

allum
-v

T

h
e
M
an
D
o
u
ga!.Is,
T
h
e
DrJfa
c

iju
:7
,
r
t.h
c
M
an
E
w
en
､

T

he
M
ac
F
aria
n
e
I･.
T
h
e
M
ac
G
iu
iv
rllyS､
T
h
e
M
a
=
G
r
?

g

ors,T
h
e
M
a
c
K
a
y
,
T

h
e
M
a
c
}{
e
n
Z
ies,
T
he
M
ac
ll.･iu
iay
u,

T
he
M

ac
K
in
n
o
u
sV
T
h
e
M
a
c
li
in
t

o
!Tleい}
T
he
M
a
c
L
ac･

h
t
an
s.
T
h
e
M
a
c

L
a
rc
n
s.
T
h
e
M
ac
L
aine
s
,

T
h
e

M
a
c

L
ean
s
,
T
h
e
M
ac
L
e
ods.
T
iTle
M

a
c
M

iL1

2ns}

The
M
ac

N
abs
.

T
he
M
a｡
N
em
ん}
T

he
M
a‖
P
hersons
,

T
he
M
ac

Q
u
ce
TI
S,
T
Ile
A
r.IL,Lc
R
a
e3.
T

he
M
atheson
s.
T
h
e
M
en
21ies.

T
h
e

M
o
r
ri
son
s.
T
h
e

M
un
roe
7,
T
h
e
H
u
rray
s
,
T
he
O

gi
･

Lvieい.
T
he
R
o
lU
e
r
SO
n
S,T
he
R
oいe
･.T
h
e
R
ossesJ
T
h
e
S
cott3
.

T

he
Sin
c訂
i
rs.
T

h

e
S
打
e
n
es,
T
h
e
S
utherlan
ds.
T
he
U
rq
･

u
h
arts.

北
米
合
衆
国
に
於
げ
ろ
地
理
学
界
(完
結
)

寺

田

貞

次

偽

ク
ラ
ー
ク
大
勢

C
lark
U
n
ivcr肌ity

か
ス
ト
ノ
軒
の
岡
分
.
租
滋
か
ら
ぬ
鹿
.
･11
オ
ス
タ
ー
に
在
る
､

エ

ー
ル
｡
ケ
ン
γ
-
ツ
ヂ
火
鶴
と
北
ハ
に
北
米
に
放

け
る
甘
い
大
串
で
'
殊

に
地
甜
韓

は
城

に

刑
放
さ
れ
'
大
塊
純
な
研
究
:18
]相
和
し
て
尉
る
'
人

文
地
鮮
耕
-J
し
て
知
ら
ろ
1
セ
ソ
プ
ル
女
史
-
肘
る
の
で
､
非
骨
の
期

待
か
以
て
糾
問
し
た
.
耕
し

た
の

は
既

に
日
没
で
あ
っ
た
が
､
取
り
あ

へ
ず
行
て
見
る
'
串
町
が
小
さ
い
の
と
､
髄
鞘
の
位
が
あ
つ
た
の
七

､

容
易
に
行
-

邸
が
出
水
た
､
固
辞
鮒
だ
日
は
未
L
J榊
て
拭
L
iか
ら
称
ic.1

て
見
る
､
脚
解
館
の
涙

ぐ
洞
に
約
-
放
物
が
期
待
の
地
世
故
室
で
､
セ

ノ
ブ
か
女
史
の
御
屯
i
虹
-
前
で
あ
る
解
が
知
れ
愉
坤
ぐ
め
つ
た
'
並

朝
は
肝
寂
し
-
大
鋸

臼
で
世
故
代
休
柴
で
む
つ
た
け
れ
ど
･1
､
四

7
ね

北
米
合
衆
糾
'1
放
け
る
地
牲
畢
鼎

期
し
て
蒋
訊
ね
て
兄
叶C..
岬
で
わ
か
ら
な
か
っ
た
地
物
､
早
朝
に
見
る

限
に
は
如
何
に
-3
弟
し
く
映
じ
'
附
し
に
劣
ら
ぬ
堂
々
さ
に
は
少
か
ら

す
悦
ん
だ
'
大
塔
正
門
前
.
老
樹
碓
-
茂
れ
る
鹿
､
ビ
ラ
凪
の
任
･37
か

艇
に
と
り
か
=
ま
れ
て
弛
ん
で
放
る
､
其
の
九
凹

一
赤
地
は
セ
y
プ
ル

女
血
の
邸
で
あ
る
､
何
は
と
も
あ
れ
訪
ね
て
見
る
､
老
供
が
準

.式
で
-

れ
る
､

ハ
ン
チ
ン
グ
ト
ン
氏
か
ら
の
紹
介
'
北
に
兜
年
ヱ
ヂ
y
パ
ラ
在

朝
坤
p
被

地

地
撰

協
骨
S
I
Z=

-
ビ
ギ
ソ
女
此
か
ら
も
紹
介
状

払
光
っ

て
旺
い
た
の
で
未
払
も

E
す
t
h
r帆
の
舷

ぐ
it
側
の
廠
楼
盤
に
案
内
さ

れ
る
､
何
鹿
も
同
じ
各
種
の
氷
見
軸
が
胎
狭
さ
迄
飾
っ
て
あ
る
､
日
本

の
刺
鞘
和
し
た
S
J術
鮮
風
わ
和
め
'
日
本
品
の
立
沢
な
S
か

1
.1
つ
-

日
本
人
-J
の
榊
知
合
で
J
多

.,
が
と
思
っ
た
､
衆
の
如
-
女
血
の

｢
日

義
荒

五
九
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B}火 ク ー ラ q

算

入
鴨

本
には
知
合
が
多
く
あ
り
ま
す

ブ

-
ソ
七
ス
大
山
は
用
土
で
す

私

は
エ
ソ
パ
イ
ロ
メ
〆
･L
J
.義

く
際
に

日

本
に
重
り

三
ケ
月
狩

衣
し

ょ
し
た
舌
4.J

-
常
さ
れ
た

の
で
'
日
本
弟

術
品
の
多

い
所
以
か
桝
で
古
事

が
山

水
Ll
t
休
日
で
出
か
け

ら

れ
る
際
で
あ
っ
た
に
掬
は
ら
す

第

真

六

〇

■
書

館に
つ
ヾ
い
て
井
の
南
に

促
せ
る
蒜

で
'

虫
妃
の

建
設

に

か
J

り

'三貯
法
の
大
･T･bT･
縫
物
で
あ

る
'
従
束
敷
て
水

il軒
先
鼓
の
多
-

が

･甘び
Y
汚
な

い
の
.1
放
し
､

輪
姫
で
新
し
い
地

物
だ
け
'･I
t
光
線

の

とり練
-
▲
-
､
泉
梓
が

ェ
い
'
英
的
畢
生
の
兼

生
し
て
射
る
の
･･J

特
に
私
の
銭
に
研
究
某
か
案
F_

し
て
T
L
i1
.
祈
･J
く
肋
放
牧

の
ジ
ョ
ー

ノ
氏
か
水
･-r
れ
Ll
の

で
､
同
穴
に
案
内
み
批
判
し
て

下
す
'
研

究室
折
に
記
念
也
影

個
別
す
る
'
挿
蘭
は
井
の
秘
抄

茄
は
セ
ン
ナ
ル
女
史
'
左
は
ジ

I
-
ソ
助

故
攻

で
わ
る
'

軒
先
寅
は
肋
に
申
し
た
棟
に

宅 部 の 虫 女 〝 7'3/ セ

無
理
か
ら
わ

串
と
息
ふ
た

南
の
玄
欄
J
'

入
る
と
､
正

好
の
戸
の
上

*
に
.

S
ch
o
ol

oE

G
eog
ra
p
.)y

w
o
rk
lt

等
ヨーと記
し
'
下
に
､

ChArteS
W
.E
Jiotの
1匂

わ
妃

-
て
ti
=
る
.T
h
e

very

bcst
kinl

o
f
c
'u
catioTt
i9
0t;･
t

qin
eJ
in

do
in
g

th
in
g

So
n
e

.B
SC
l

f
u
Tl]er
COm
Peten
t
d
ileCtio
n

a

n
d
w
ith

g
o
o
】g
u
i
d
a

n
ceJ'

階
下
が
串
出
の
軒

乾

･J.3
'

二
階
は
放
牧
の
研
究
鼓
'
三

付
け
火
韓
童

と
特
別
研
究
室
に
な

っ
て
射
る
｡

冊
lf･
ほ
玄
納
判
め
二
小
室
む
他

i
帝
の
火
室
む
な
し
'
畢
生
の
併
発

垂
で
あ
る
'
巾
央
に
血
す
る
Zi
下
の
村
側
心
霊
榔
又
は
称
騨
J
.利
用
し

tJ

救
小
室
に
馬
刺
し
t

T
叔
父
は
二
伸
の
机
か
償
え
'
串
北
の
軒
先

に
供
し
'
東
南
隅
の

一
室
J
･襲
剛
寅
'
(
イ
)
衣
.!
地
JF
寅
(
JI
)
に
先
tJ



中
央
の
廊
下
に
は
桟
木
純
な
倣
え
て
放
る
'
蜘
同
室
(
イ
)
は
製
相
接
鵬

に
E
le
ctric

tra
cin
g
ta
b
le
み
埋
JT,'

･
廊
下
TTi甘
何･慮ヽ

IT

乾
に
は
D

r.
H
e
rm
ln
H
oo
c

k
敬
の

;

娘
樹
順

序梯
本

圃
W
ie
e
i
nS
ch
u
r

w
an
]k
arte

ent山t
ed
t十
袈
み
渦
げ
'

用
蛇
に
は
杓

子戸
棚
な
僻
え
'
製
囲

用

品
的
に
紙
数
み
保
存
す
'
廊
下
の
梯

本

柵
に
地
脚
耕
地
に
雛
折
地
孤
参
考
相
接
本
郷
で
'
地
問
耕
(
C

は
金
部

命
憐
枚
に
て
如
し
､
上
下
二
部
に二
分
ち
､
上
郡
.Y.
掛
図
J塘
桁
に
し
て
佃

存
L
柑
る
枕
に
維
備
L
t
下
郡
に
は
多
故
の
抽
出
私
僻

へ
､
小
形
脚
叉

は
折
囲
み
光
姐
す
'
欺
洲
の
桝
究
室
Li
凪
ぎ
り
し
形
式
で
あ
る
､
地
固

孤
(
ニ
)
は
撒
曲
の
研
究
寅
に
背
.q
見
る
形
式
で
､
多
故
の
抽
出
私
有
し

姑
の
上
関
は
申
子
に
利
用
し
､

地
形
聞
な
初
め
､
各
国
の
地
脚
か
光
雄

す
､
(
ホ
)
は
州
出
骨
の
丈
の
詞

い
卿
で
'
解
田
地
班
教
授
川
掩
絢
梯
本

み
保
存
し
て
併
る
小
形
の
根
本
で
は
め
る
け
れ
ど
も
哉
非
晶
か
網
椛
し

小
満
虚
に
L･6-
蒐
兆
さ
れ
て
居
Li｡

Lj
く
常
数
室
地
租
に
廿
.て
訟
別
し
て
下
し
た
'
次
の
室
(
口
)
は
境
内
の

潜
み
と
ら
れ
た

C
la
ren
ce
F
ieid
en
J
.
n
es
教
授
の
室
'
約
･藁
.何
棟

小
火
に
机
在
､
周

撃
1
番
棚
在
位

き
明
るい
日
あ
た
り
の
抽
-
L･i
い
室

で
あ
る
'･
教
授
.i
失
望
向
い
､
優
し
い
風
貌
の
好
紳
士
､
中
歯
佃
･･祈
-

紐
鱗
地
現
わ
専
攻
し
て
焙
ら
れ
る
､
殊
に
南
米
は
非
の
研
究
地
'
之
に

関
す
る
著
啓
少
-
な
い
'
以
上
粥
･lB
の
向

い
側
(
'J

は

7
称
の
敦
訳
で

地
樹
な
ど
掴
げ
て
あ
る
仙
-
特
に
挫
窓
私
引
-
絞

備
わ
故
児
し
な
か
つ

た
O
此
串
附
tE
の
関
に
池
ず
る
廊
下
に
は
､
多
奴
の
抽
出
か
僻
ふ
る
火

な
地
相
伽
(
ニ
)
払
僻
え
､
各
種
の
地
相
が
光
兆
さ
れ
て
居
た
｡

三
糖
は

l
特
の
大
隅
生
み
か･iL
､
窮
の
四
隅
に
各

7
小
姓
私
鵬
.h"]J

屠
る
､
新
築
日
付
洩
い
の
で
'
兆

の
設
備
は
末
だ
完
伽
し
て
放
ち
す

火
紙
堂
の
如
き
'
放
て
立
派
と
云

ふ
職
で
は
な
い

が､
杓
い
光
非
に

紙
状
の
休
､
周
虻
に
地
塀

関
係
凪

二
階
は
故
授
賞
'
宴
に
廊
下
の

附
側
に
弛
ん
で
放
る
､
(
イ
)
は
学

長
の
C
h
a
rle
s
F
,
I3ro
ok
s
敢

授

室
､
中
火
に
文
机
み
､
用
既
に
沓

棚
,伽3飾
る
非
佃
と
墾
b
な

い
'
致

授
け
年
噛
付
四
十
前
後
と
t思
し
-

丈
高
く
す
ら
り
と
L
Y
､
限
光
線
々
し
-
､
血
色
の
ェ
い
辞
魂
､
元
鼠

北
米
合
衆
悦
に
於
け
る
地
粗
砕
鼎

見
境

虞
私
掲
ぐ
る
､
串
至
純仰
な
鞘
堂
た
る
み
悦
ば
し
め
il
t
四
郎
の

翁
は
,h
た
利
用
が
発
生
し
て
尉
ら
す
､
(
イ
)
(
∩
)
の
両
室
が
蚊
川
さ
れ

て
於
LI
.

ハ
イ
)
は

宰

E
lm
er
E
k
b
h
w

数
枚
の
室
､
常
串
数
行
の

難
詰
､
紐
解
地
班

｢E
co
n
o
mi
c
G
eo
g
ra
ph
y
L
の
桐
茶
盆
Tや
免
れ
て

居
る
.
抑
恋
し
く
ケ
ー
プ

｡
ゴ
ッ
ド
分
相
御
旗
行
中
で
耐
食
の
柴
hir柑

な
か
っ
た
'
(
口
)
も
同
ij
-
鯉
城
地
班
の
研
塘
笠
に
充
て
･,
あ
る
が
未

だ
畔
術
中
で
あ
っ
た
｡

賓
す
る
に
'
此
の
教
室
は
並
米
利
加
で
は
各
火
撰
北
ハ
に
地
単
の
研
究

-…妻

六

]
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妨

八
徐

設
仲
不
完

全

で
.
常
人
に
浦
見
な
掛

へ
な
か
つ
た
の
た

反
し
'
蛋
鵜
の

･

差
あ
る
新
研
究
室
と
し
て
'
設
備
と
云
ひ
､
拙
窮
の
ぐ
は
い
と
云
ひ
'

小
分
の
な
い
研
究
室
で
あ
る
'
且
北
ハの
規
模
に
於
て
-
却
々
に
大
き
-

新
設
日
付
筏
を
蕗
め
､
設
備
は
末
だ
完
全
の
城
に
建
し
て
厨
な
か
っ
㍗

け
れ
ど
も
'
完
備
の
暁
に
は
誠
に
個

別
な
研
究
賞
に
な
る
で
あ
ら
う
し

常
那
紀
宝
に
閲
興
し
て
放
ろ
放
牧
の
如
き
も
非
常
に
多
-
'
興
長
で
臼

銀
地
孤
結
滞
の

W
al
12g
e
W

.
A
tw
o
o
i
代
か
始
め
､
人
文
地
組
の

E
llen
C
.
S
e
m
p
le
_膿
染

地
釈
尊

攻
の
O
liv
e
r
E
I
B
a
k
e
r-
筑
侠
単

の

C
h
a
rle
s
F
.
B
ro
o
k
s.(
A
sso
cia
te

Prof.)
敦
簡
単
の

D
o
u
g
la
s

C
.
R
ijg
e
ly
.
級
料
地
粗

の

C
h
ren
ce
F
.
J
o
n
e
s
縫
物

地
班
の

H
o
m
e
r
L
.
S
h
an
t2;,
エ
米
地
5
.の

0
1af
G
.
J
o
n
a
いSO
n
.
雄
済
地
弧

の

W
,
E
lm
er
E
kbtaw

,助
に
地
図
串
の

G
u
y
H
.
B
･1
m
b
a
m

珊

氏
.
仰
此
他
に
躍
鹿

､地質
'
癖
沸
串
､
鮎
骨
串
額

の
数
枚
わ
加
え
る

と
'
其
の
故
は
班
に
廿
銘
に
超
し
'
放
洲
の
地
塀
教
室
'
弧
に
維
親
政

寮
し
た
虫
米
制
加
各
大
塔
の
地
規
科
に
兄
ざ
る
正
数
で
あ
り
'
見
地
現

の
柁
柴
の
如
き
-

P
rim
ari
ly
fo
r
U
n
d
e
rg
ra
d
u
a
ts
に
何
て
は
'
7

畢
期
に

1
p
二
､
三
'
四
年
私
血
L
)て
細
田

地
現
(
腔
爽
及
工
紫
的
糾
)

三
､
四
年
に
は
地
既
出
静
､
鵬
物
串
､
撫
僻
地
蟹
串
､
鼠
貌
串
な
離
し

大
串
院
の
方
に
は
人
数
'
地
靴
の
泡
諭
､
北
米
各
教
組
の
挺
出
地
理
故

習
諭
､
地
=J
T撰
虫
､
地
固
嬰
等
私
､
其
の
他
地
秋
の
セ
ミ
ナ
ー
ル
'
野

外

拭
習
､
地
串
の
致
育
上
の
研
究
鞍
t
的
規
研
究
上
川
別
に
純
せ
ら
れ

て
居
ろ
､
此
の
鮒
J
欧
米
の
謝
大
串
に
脚
て
見
え
る
､
英
国
の
共
教
授

が
此
の
数
寅
か
以
て
､
放
射
節

1
の
大

研
究
伊
と
許
し
､
共
糾
鮭
か
ザ

第
‥九
放

電
八

六

二

ゝ
拘
ら
れ
i1
の
も
過
官
で
な
い
と
皿
ふ
Llo

斯
-
､
既
発
利
加
で
は

7
方
に
地
蝉
に
蕊
与
も

艦
か
す
'
訊
煉
す
ら

な
い
虚
も
少
-
な
い
に
-
渦
ほ
ら
や
'
又

7
分
に
は
蝕
端
に
大
政
抵
bfi

抑
光
(.8
私
称
す
る
大
塔
J
あ
る
の
か
見
る
と
'

何
と
･hH
-
不
統

1
な
感

に
打
た
れ
ざ
る
各
村
な
い
'
鈴
か
L
t
£
-
考

へ
る
時
'
井
底
が
虫
発

利
加
に
於
げ
ろ
地
取
単
独
接
の
泣
税
聖

耶

す
-
の
で
'
反
て
耐
･E
い
鮎

と
印
さ
れ
ば
bf.i
リ
よ
せ
聖

経
衆
は
米
川
LL
の
ー
み
い
そ
が
し
く
て
､
跳

畢
関
的
な
地
斑
の
ガ
阿
迄
弛
む
僚
裕
の
な
か
つ
た
の
が
･
北
松
的
研
究

の
池
妙
は
比
の
地
理
串
研
究
の
域
に
迄
逝
み
､
糊
く
之
が
必
要
な
も
訟

む
ろ
統

'1
な
っ
て
狐
た
都
空
が
す
も
の
で
､
非
常
の
興
味
み
以
て
奴,Ir察

致
し
た
.
苑
せ
る
か
な
ク
ラ
ー
ク
大
串
の

f
増

C
la
rk

U
n
iv
e
rhity

B
u
lle
tin
(
i9
2
5･2
6
)
私
触
る
と
､

(
G
en
eral
statem
en
t)

D
u
:in
g

t.n
e
la
st
fe
w

y
e
a
rs
t
he

A

m
erica
n
i:eOPle
h
ave
t
e
e
m

a
w
l
k
erte
d
.
in

a

re
m
ark
a
b
le

w

ay,
to
an

in
terest
in
G
e
o
g
ra
や
hy.
m
ince
t訂

p
e
rio
l
o
f

iso
la
tion
in
natio
n
at
d
e
v
eto
p
m
ent
is
pas3e
d
,th
e
h
av
e
com
e

to
rea
liZe,
a
lm
o
いt
Sl
d
den
ly,
that
t..ne
U
,
States
of
Am

erica

is
o
n
e
o
f
th
e
lead
in
g
n
a
tio
n
3
0
f
t
h
e
w
orld
and
vi
tltly

in
te
=e
いted
in
fo
+re
ig
n
co
･Jn

trie
い
an
i
t
.;le
ir
p
ro
b
te
m
s.

と
記
し
,T
.
絃
大
串
が
地
理
蝉

り
大
研
究
室
払)新
設

し
1
桝
串
に
カ

輪
ね
入
れ
る
枚
に
な
っ
た
現
出
と
し
て
､
米
図
が
地
単
の
必
要
な
認
め

て
洲

-
め
ざ
め
た
給
北
で
あ
る
邸
か
S
.首
し
て
放
り
､
鵜
で

T
h
is
a
v･･1
k
in
g
.
1
n
山
t..Te

CO
.1
3eq
le
n
t
b
l･0
1
1e
n
in
b
Of
o･Jr

葦

潜港救



1;oriz
o
n
.
h
a
v
e
fo
rcel
u

s

t

o
re
cog
n
iz
e
th
a
t
w
e
h
av
e
n
eg
7e･

cte
d
in
th
is
co
u
n
try
t
h
e

scie
n
tif
i
c
stu
d
y

o
f
g
e
o
g
ra
p
g
h

y･

と
記
し
､
従
氷
米
桝
が
机
郡

の
科
堺
的
研
究
み
等
閑
に
附
し
て
m
Ll

非
み
鵬
ひ
て
掛
る
､
何
部
に
あ
れ
'
大
別
棋
み
期
す
る
各
衆
図
の
都
で

あ
る
か
ら
､
斯
る
兇
醍
S
,虫
C
た
以
上
､
折
々
斬
る
火
規
約
の
設
仰
み

施
し
.
耶
究
す
･h:藤

に
な
る
都
は
抑
如
し
柑
る
串
で
'
貯
水
に
於
げ
ろ

栄
樹
の
地
規
準
非
は
火
に
見
る
可
Jr,も
の
が
あ
る
に
空

ろで
わ
ら
う
と

考

へ
て
尉
ろ
｡

触
か
し
､
今

日
の
鹿
で
は
'
栄
だ
枚
洲
で
ムー

ろ
粧
な
鮎
班
な
研
究
と

巾
す
べ
き
も
の
が
少
な
く

地
班
の
現
諭
に
ぜ

£
デ
ー

ビ
ス
氏

2
枚
の

地
形
に
W
.4
,和
紀
-
地
坪
か
､
さ
も
な
-
ば
弛
泡
で
放
出
し
L
i.
ラ
ブ

ク
エ
ル

T
沢
の
地
現
串
で
'
ク
ラ
ー
ゲ
大
串
の
セ
リ
プ
ル
女
史
､

エ
ー

ル
大
挙
の
ハ
ン
チ
ン
グ
ト
ン
凍
り
か
4
,其
の
対
し

い
も
の
で
'
前
額
ー

in
flu
e
n
ce
s

o
f

geogra
phic
e
n
v
iro
n
m
en
t
と
し
て
.
後
潜
は
､

p
rin
cip
lcs
o
f
h
u
m

an

geo
g
raphy
と
し
て
あ
ら
ほ
れ
た
に
過
ぎ
な

い
'
析

-
畢
潜
の
中
に
は
純
税
給

か
耶
究
す
る
向
i
Hl
で
肘
る
け
れ
ど

ら
.
前
か
ら
巾
し
て
尉
リ
ま
す
株
に
紺
柄
が
新
鵬
で
あ
る
の
と
､
地
鐙

の
班
筋
な
･鰐
利
的
の
閉
塞
や
研
究
に
多
忙
な
の
で
､
地
理
の
如
き
J
従

に
靴
諭
に
の
み
起
て
蹴
る
暇
が
な
い
､
大
勢
の
向
ふ
鵬
に
､
矢
張
り
･S

利
分
間
に
向
ふ
の
が
前
払
で
あ
り
ま
す
'
夫
で
米
川
に
叔

J
妃
い
州
税

が
叔
鵬
-
研
究
さ
れ
て
放
る
株
に
恥
捺
さ
れ
る
､
渋
川
に
叔
辻
い
地
租

と
申
せ
ば
'
或
は
評
肺
が
あ
る
か
-
知
れ
な
い
け
れ
ど
も
.
欠
脈
り
紐

桝
的
分
相
'
爾
来
工
党
的
分
間
に
関
す
る
抑
先
払
主

越
とす
る
地
理
'

北
米
合
鍵
的
に
於
け
る
地
班
蝉
鼎

純
音
す
れ
ば
紐
的
地
軸
､
肝
又
･:拘
加瀬
糊
剤
で
G
.
り
ま
.･9
-

0

夫
で
､
北
米
食
衆
脚
の
大
串
は
地
相
単
と
云
ふ
狗
立
L

LI緋
抹
打
設

耽
し
て
拭
な

い
に
ぜ
よ
､
撤
桝
的
規
と
云
ふ
撰
科
だ
け
は
､
糾純
記
し
て

居
な
い
虎
は
姶
ど
な
い
､
ク
ラ
ー
ク
大
撰

シ
カ
ゴ
大
串
の
如
き
地
理
単

の
盛
大
な
大
串
は
勿
論
､

rt
n
y
ビ

ア
大
串

ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
大
串
､

カ
-
フ
ォ
〃
ニ
ア
欠
餅
の
一如
き
は

､
地
球
の
各
方

田
共

研
究
ru
れ
t)J
居

ま
す
が
'
非

の
佃
の
大
串
で
-
､
非
虚
に
は
た
と
へ
地
学
が
設
旺
}･J
れ

て
な
い
虎
で
あ
っ
LIJ
も
糎
納
地
5
'だ
け
は
必
ず
之
払
瓢
し
て
厨
ま
す
'

即
ち
グ
ラ
ー
ゲ
大
串
で
は
､
G
ra
d
u
a
te
S
c.(.O
C
L
払
初
め
t
U
n
d
e
rg･

ra
ju
ate
い
曲

LL
H
o
m
e
stu
d
y
c
ou
rses
in
ge
og
ra
p
h
y

の
各
部

に
於
て
盛
に
研
究
ql,れ
て
放
る
､
訳
に
7
九
二
六
-
七
年
度
の
数
枚
対

口
み
見
る
と
t

P
rim
a
rily
fo
r
U
n
d
e
Prg
rad
uates
に
て
托
､

筋

7
年
'
節

丁
寧
劫
.
地

理
邸

細
論
､

妨
二
韓
剃
､
北
米
の
地
理
､
欺
椛
巴
地
税
､

第
二
年
､
三
年
､
及
凹
中

節

一
挺
.期
'
鯉
僻
地
靴
(
放
政
)

節
二
塔
期
､
紐
解
地
斑
(
エ
雛
)

第
三
叩
､
或
は
凹
年
､
(
1
年
間
)

地
斑
革
紐
諭
､
窺
快
挙
､
助
物
単
､
紐
解
地
質
拳
t
な
ど

G
ra
d
u
a
te
s
に
て
ー

鰐

7串
期
､
就
鵬
串
及
倣
鼎
の
気
候

字
耐
物
讐

土
拭
及
縫
物
地
組
'
統
計
串
'
土
地
経
折
､

篭

れ

六

三



政
雄
巴
の
段
諜
地
方
､
南
米
の
寂
耕
地
班
､

人
料
地
理
由
諭
'
北
米
合
衆
掛
の
傑
出
地
理
､

北
田
牧
節
巴
の
地
靴
'
地
中
淋
地
方
の
地
現
､

第
二
興
和
に
は
､
R
e
g
io
n
a
l
P
h
y
sio
g
ra
p
h
y
.

北
米
の
乾
燥
､
北

米
僅
菜
地
理
'
エ
兼
池
野
.
世
淋
･:EtlE染
地
出
､
南

米
の
摘
発
に
付
て
､
教
育
上
に
於
け
る
地
珊
､
地
問
串
､
地
規
の
歴

史

_
韓
､

茄
の
如
-
で
､
地
相
に
槻
す
る
あ
ら
ゆ
る
方
印
,伽･研
究
し
r
殊
に
輝
所

地
理
に
誼
4
,ね
放
て
研
究
し
て
居
る
｡
次
に
､

シ
カ
ゴ
大
串
出
版
の

A
n
n
o
u
n
cem
en
ts
X
X
X
I
節
i(
班
み
見

る

と
､

U
n
d
e
rg
ra
d
u
ate
の
時
間
表

み
勧

め
､
其
の
バ
チ
ェ
ラ
ー
を
柑

ん

と
す
る
番
'

マ
ス
タ
ー
叉
は
ド
ク
タ
ー
を
押
ん
と
す
る
額
の
馬
め
'
各

分
団
に
渡
て
評
柵

に
耶
究
す
る
棟
.1
な
っ
て
居
る
鮎
は
､
ク
ラ
ー

ク
大

嬢
と
興
ら
な
い
｡
此
の
二
大
堺
の
仰
'
TI
｡
シ
ビ
ア
大
堺
で
は
､
其
の

S
ch
o
o
t
o
f
B
u
sin
e
ss
(
C
o
lu
m
b
ia
U
n
iv
ers
ity
B
u
ile
tin

of
in
･

fort
,atio
n
A

nnouncem
en
t
(92
6
-
2
7
)
に

地
警

G
ra
d
u
ate
及

び

U
nd
e
rg
r
aduate
course
s
が

あ

り

'

共
の
廿
九
五
に
は
､
地
班

せ

."
ナ
-

〝
･箕

は節
六
階

に
凍
り
と
し
て
､
離
耕
地
靴
及
び
外
相
貿
易

に
於
け
る
せ

･"
チ
-
肘
に
伽
ふ
J
訊
ね
加

へ
､
納
鶴
来
に

は
､
紺
的
地

理
'
北
米
の
紐
餅
地
孤
､
ラ
チ
ン
ア
メ
リ
カ
の
紐
舛
地
規
､･
既
納
並
の

経
済
地
跳
'
服
洲
の
紳
耕
地
桝
､
ア
フ
T
カ
及
溌
洲
の
綿
肺
地
E
L､
解

約
的
及
び
批
骨
的
汲
法
上
に
於
げ
ろ
地
別
的
邸
酔
､
北
米
､
ラ
ナ
ノ
ア

メ
サ
か
.
紬
糾

.F..I:'
陣
耕
巴
ア
ブ
-
カ
及
び
凍
測
り
各
地
方
蕊
､
鮒
的

I～

地

球

餌
へ
態

第
五
班

天

〇

六
田

地
即
及
E
)外
囲
党
易
に
於
け
叶小
関
脚
研
鋸
辞
と
記
し
'
全
部
が
鯉
解
地

理
の
研
究
で

あ
る
O

カ
-
フ
ォ
ル
エ
ア
大
串
で
は
､
(

Univer臥
ty
o
f
C
alifo
rn
ia
出
u
I

lle
tin
D
ep
a
rtm
in
ts
.
f
B
e
rk

dey(926･2
7.
P
.t
L
P
1
1
6.)
.上
下
開

放
に
分
ち
t
I.ov
er
D
hv
isio
n

で
は
､

地
別
邸
血
諭
､
親
政
嘩
拙
論
､
地
脚
研
究
､
U
p
p
erD
ivisio
n

で
ほ

地
弧
即
外
拭
習
'
地
形
の
野
外
耶
発
､
北
林
'
耐
米
'
放
縦
巴
の
地
理

カ
-
フ
サ
ル
ニ
ア
地
班
､
紐
鱗
地
政
(
生
産
地
現
)
'
地
瓢
撰
理
解
'

此
の
他
､
G
ra
d
u
a
te
C
.
u
rse
小
と
し
て
､
地
即
の
歴
史
曲
に
人
文
地

孤
に
的
す
る
や
"
,チ
-
ル

㌃
放
か
れ
tJ
居
る
'
地
学
に
関
す
る
各
種
ガ

河
が
研
究
y
f,b
れ
て
揺

るが､
総
研
地
班
も
決
し
て
韓
剛
に
は
附
し
t.J

尻
な
い
'
自
分
の
訪
問
致
し
た
際
'
ザ
ウ

ア
-
数
枚
の
紐
解
地
組
み
邦

聴
し
た
が
､
蕊
嬰
物
産
に
関
す
る
桝
兜
で
､

果
班
の
御
瓶
で
あ

っ
た
'

カ
-
フ
ォ
〃
ニ
γ
州
～J

耽
鼎
に
於
げ
ろ
灘

波
の
火
床
地
だ
け
に
ふ
さ

ほ
し
-
邦
曝

し
得
た
｡

カ
吋
フ
ォ
か

こ
ア
大
串
文
部
で
は
､

L
ette
rs
an
d
S
cien
ce
及
び

T
ea
ch
e
rs
C
o
u
eg
e

に
分
れ
､
前
額

に
は
'
地
政
は
上
級
部
に
瓢
せ

ら

れ
'
之
一竺
L部
に
分
け
'

叫
部
は
､
地
租
の
イ
ソ
タ
ロ
ダ
グ
ジ
ョ
ン

即
ち
地
現
の
額
束
'
二
部
は
流
致
及
び
人
口
'
地
に
文
北
の
分
布

と
bT･･3

っ
て
放
る
､
T
ea
ch
e
rs
C
o
lleg
e

で
は
､

7
串
科
と
し
て
､
之
各
館

L
t
下
級
に
は

妃
=L
拙
刑
の
沌
給
､
鵬
ガ
誌
の
耶
兜
'
気
象
嘩
過
給
､
細
僻
地
捌
､

戚
m
川加熱
貌
捌
･.



上
級
で
は
､

野
外
拭
習
､
E=
ザ
ソ
ジ
ェ
ル

ス
の
地

雌
戊
其
附
紀
の
地
同
研
究
'
窺

候
串
'
犬
産
物
研
究
､
北
米

､
ラ
ナ

ソ
ア
メ
リ
カ
'
放
縦
巴
'
駁
鮒

駁
'
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
地
洲
､
地
粥

数
投
法
t
F..g米
利
加
血
の
地

的
研
究
､
政
碑
地
現
上
の
問
題
'

と
な
っ
て
居
り
､
緋
沸
地
弧
と
嘩

つ
つ
た
る
緋
鶴
の
他
､
野
外
渦
習
め

如
Jrも

.

.或
は
ロ
ザ
ノ
汐
エ
〃
ス
地
力
の
阿I
稗
の
こ研
究
'
即
ち
其
の
地

の
閥
工
非
､
発
泡
戯
踏
港

潤
等
わ
含
め
る
研
究
み
な
し
.
各
大
陸
の
地

租
も
'
其
の
誰
滞
在
見
る
と
､
魂
に
静
桝
.約･
勤
に
付
て
の
研
究
'
例

(

ば
並
純
忠
大
陸
の
地
理
な
れ
ば
'
太
平
洋
の
四
蛸
に
准
ろ
紙
図
の
批
骨

的
及
び
旅
所
的
の
T
ソ
デ
シ
ヨ
ン
私
決
定
す
る
地
班
的
関
越
の
研
究
と

藩

い
て
あ
り
'
非
の
経
肺
地
班
に
軍
b
払
既
tt･J蹴
る
邸
が
娯
せ
ら
れ
る

地
組
串
の
研
究
が
盛
に
行
ほ
れ
て
放
る
綿
火
敬
の
枕
子
は
､
大
路
桁
の

如
-
で
あ
り
ま
す
が
､
正
に
池
ん
で
'
地
準
の
盛
で
な
い
大
串
の
梯
子

私
淑
姦
し
ま
す
と
､

糸IL
宵
の
Tl
U
シ
ビ
ア
大
串
で
は
､
非
の
ど
-I,?
ネ

ス
｡
ス
ク
ー

ル
と
仰

範
部
に
地
孤
の
統
裁
が
あ
り
'
ピ
-;h
キ
ス
｡
ス

ク
ー
ル
で
は
､

ラ

ッ

セ

ル
◎
ス
ミ
ス
教
授
が
紋
所
地
現
わ
抑

常
し
て
柑
ら
れ
､
紙
背
大
串
で
は

J
I
E

.
W
o
o
d
m
an
代
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